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古民家を再生して人をつなぐ拠点に
【表紙】旧西村民俗資料館で古民家改修ワークショップを開催
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古
民
家
を
再
生
し
て
本
町
の

魅
力
を
集
め
た
施
設
に

　

仁
田
子
に
あ
る
旧
西
村
民
俗
資

料
館
は
、
本
町
の
持
つ
豊
か
な
魅

力
を
集
め
た
交
流
拠
点
施
設
と
し

て
、
２
０
２
０
年
に
生
ま
れ
変
わ

り
ま
す
。

　

築
約
１
４
０
年
の
古
民
家
を
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
施
設
は
人
々

が
集
う
カ
フ
ェ
を
備
え
、
宿
泊
施

設
を
併
設
。
宿
泊
施
設
１
階
に
は

リ
ビ
ン
グ
・
ダ
イ
ニ
ン
グ
、
２
階

に
は
寝
室
が
で
き
る
予
定
で
す
。

　

古
民
家
が
培
っ
て
き
た
長
い
年

月
が
香
る
落
ち
着
い
た
雰
囲
気

た
っ
ぷ
り
の
癒
や
し
の
空
間
を
体

験
で
き
ま
す
。

「
古
民
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で 

利
活
用
を
企
画
立
案

　

平
成
28
年
の
熊
本
地
震
で
被
災

し
解
体
な
ど
を
検
討
さ
れ
て
い
た

同
館
を
利
活
用
す
る
ア
イ
デ
ア
は
、

昨
年
度
「
甲
佐
町
古
民
家
こ
う
さ

て
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
題
し
て
、

検
討
。
町
内
外
か
ら
延
べ
２
０
０

人
が
集
っ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

９
回
開
催
し
、
交
流
拠
点
施
設
と

し
て
の
再
生
を
企
画
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
施
設
と
し
て
利
活

用
す
る
た
め
の
改
修
工
事
に
加
え

て
、
昨
年
11
月
か
ら
幅
広
い
交
流

を
目
指
し
て
「
改
修
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」
を
企
画
し
開
催
し
ま

し
た
。

町
内
外
か
ら
広
く
交
流
し
た 

改
修
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
「
改
修
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
は
、

　仁田子にある旧西村邸は民俗資料館
として利用していましたが、平成28年
の熊本地震で被災しました。昨年度に
その利活用について「甲佐町古民家こ

うさてんプロジェクト」で企画し、今
年度からワークショップによる改修な
どに着手しました。2020年に本町の新
たな交流拠点として生まれ変わります。

甲佐町の魅力を発信する古民家で交流を

甲佐町にはワークショップで初めて来ま
した。近所の人が差し入れをくれたり声
を掛けてくれたり、温かさを感じました。

甲佐町の温かさを
とても感じました

内田 栞里さん
（熊本市・大学２年）



本
町
の
魅
力
を
集
め
た
新
た
な
交

流
拠
点
と
し
て
同
館
を
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
す
る
た
め
、
町
が
主
催
。

　

昨
年
11
月
か
ら
毎
月
１
回
２
日

間
に
わ
た
り
、
延
べ
４
回
８
日
間

を
開
催
。
町
内
の
み
な
ら
ず
町
外

や
県
外
か
ら
も
、
古
民
家
改
修
や

ま
ち
づ
く
り
、
地
域
お
こ
し
に
関

心
が
あ
る
人
や
活
動
さ
れ
て
い
る

人
が
集
い
、
延
べ
1
8
1
人
が
参

加
。
古
民
家
を
通
し
て
、
文
化
や

技
術
を
学
び
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

　

改
修
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、

古
民
家
の
良
さ
と
日
本
家
屋
の
文

化
に
加
え
て
、
改
修
や
Ｄ
Ｉ
Ｙ
の

体
験
を
改
修
の
段
階
に
応
じ
て
、

大
工
さ
ん
や
左
官
さ
ん
の
指
導
の

下
で
楽
し
く
体
験
し
ま
す
。

　

今
年
度
は
土
壁
作
り
の
下
準
備

（
11
月
）、
内
壁
や
天
井
、
床
の
解

体
と
土
壁
作
り
（
12
月
）、
格
子

壁
の
製
作
（
１
月
）、
土
壁
の
下

地
製
作
（
２
月
）
の
計
４
講
座
を

開
催
し
ま
し
た
。

土
壁
の
下
地
と
な
る 

木

ず

り

壁

を

製

作

　

第
４
回
と
な
る
改
修
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
は
、
２
月
９
日
（
土
）・

10
日
（
日
）
旧
西
村
民
俗
資
料
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

漆
喰
（
し
っ
く
い
）
を
乗
せ
て

い
く
木
ず
り
壁
（
壁
の
下
地
）
の

基
礎
知
識
と
作
業
方
法
に
つ
い
て

の
説
明
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
早
速

全
員
で
作
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

「甲佐町古民家こうさてんプロジェクト」改修ワークショップ

　今年度は、計４回の古民家改

修ワークショップに、延べ181

人という多くの人たちに参加し

ていただきました。

　町内はもちろん、遠くは鹿児

島県や福岡県からも参加いただ

き、みんなで交流しながら、わ

きあいあいと楽しく改修作業が

できました。近所の人たちもた

くさん見学に来ていただき、昔

から多くの人たちが集い、にぎ

わっていた西村邸の歴史なども

お話をうかがうことができまし

た。

　「甲佐町古民家こうさてんプ

ロジェクト」は、旧西村民俗資

料館が本町の地域

拠点に生まれ変わ

るために、地域の

宝を学び、点と点、

人と人をつなげて

交流しながら地域

づくりを行うもの

です。このワーク

ショップではもちろん、施設が

完成してからも、町内から町外

の人までが多く集う交流拠点に

なっていってほしいと思います。

　改修ワークショップは、来年

度も実施する予定です。ぜひ、

皆さんご参加ください。

町地域振興課
木山 真由美
課長補佐

人が集い交流しながら魅力ある地域づくりを

▼

旧
西
村
邸
改
修
後
の
イ
メ
ー
ジ
図



完
成
し
た
木
ず
り
壁
と 

笑

顔

で

記

念

撮

影

　

職
人
の
技
や
工
具
を
使
う
際
の

コ
ツ
を
大
工
さ
ん
か
ら
教
え
て
も

ら
い
な
が
ら
、
12
月
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
解
体
し
た
木
材
か
ら

取
り
外
し
た
釘
を
再
利
用
し
て
木

ず
り
壁
を
制
作
し
ま
し
た
。
完
成

後
、
漆
喰
を
塗
っ
た
ら
見
え
な
く

な
る
場
所
に
名
前
を
書
い
て
、
笑

顔
で
記
念
撮
影
を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
土
壁
の
土
作
り
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
、
参
加
し
た
子

ど
も
た
ち
も
一
緒
に
楽
し
く
材
料

と
な
る
土
を
踏
み
混
ぜ
ま
し
た
。

の
こ
ぎ
り
や
の
み
を 

使
っ
て
丁
寧
に
作
業

　

午
後
か
ら
は
、
床
下
の
土
入
れ

と
締
め
固
め
の
作
業
を
し
ま
し
た
。

バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
で
土
を
運
び
、
均

一
に
な
ら
し
な
が
ら
木
づ
ち
な
ど

で
叩
い
て
い
き
ま
す
。
全
員
で
力

を
合
わ
せ
て
作
業
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
床
板
を
支
え
る
根
太

（
ね
だ
）
を
受
け
る
た
め
の
木
材

の
加
工
作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

の
こ
ぎ
り
や
の
み
の
使
い
方
、
こ

つ
な
ど
を
大
工
さ
ん
に
教
わ
り
、

少
し
ず
つ
木
材
に
刃
を
入
れ
、
慎

重
に
作
業
。
近
く
の
人
と
お
互
い

に
刃
を
入
れ
る
位
置
な
ど
を
相
談

し
な
が
ら
削
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
カ
フ
ェ
ス
ペ
ー
ス
で
使

う
格
子
壁
を
制
作
し
ま
し
た
。
格

子
壁
は
見
え
る
場
所
に
設
置
さ
れ

る
た
め
、
木
材
を
組
む
部
分
を
丁

寧
に
削
り
ま
し
た
。

　

終
始
参
加
者
同
士
が
交
流
し
て

楽
し
い
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
な
り

ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
て
生
ま
れ
変

わ
る
古
民
家
に
手
を
か
け
る
と
と

も
に
、
楽
し
く
交
流
し
ま
せ
ん
か
。

　

何でも新しいものを買うのでは
なく、物を作る楽しさ、家に手
をかける気持ちを一緒に学んで
いけたらと思います。

物を作る楽しさを
一緒に学びましょう

北村 努さん
（大工・ワークショップ作業指導）

参加した人の思いが形になっていくのは
うれしいです。出来た後も町内外の人た
ちのふれあいの場になればと思います。

町内外の人たちの
ふれあいの場に

多田 路央さん
（大町区）

●お問い合わせ先
　町地域振興課
　 TEL096-234-1154 
 (内線233)

「甲佐町古民家こうさてんプロジェクト」改修ワークショップ
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任
期
満
了
に
伴
う
町
議
会
議
員

選
挙
が
、
２
月
12
日
（
火
）
告
示
、

17
日
（
日
）
投
開
票
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

定
数
12
人
に
対
し
て
、
14
人
の

立
候
補
者
が
届
け
出
ま
し
た
。
候

補
者
の
内
訳
は
、
現
職
８
人
、
新

人
５
人
、
元
職
１
人
。
党
派
別
は
、

日
本
共
産
党
２
人
、
無
所
属
12
人
。

候
補
者
た
ち
は
、
農
業
や
商
工
業

の
振
興
、
福
祉
の
充
実
、
地
域
活

性
化
、
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

な
ど
を
有
権
者
に
訴
え
ま
し
た
。

　

当
選
者
の
内
訳
は
、
現
職
６
人
、

新
人
５
人
、
元
職
１
人
。
当
日
の

有
権
者
数
は
、
８
，
９
５
９
人
で
、

男
性
４
，
１
６
２
人
、
女
性
４
，

７
９
７
人
。
投
票
率
は
、
74
・
39

㌫
（
男
性
74
・
53
㌫
、
女
性
74
・

28
㌫
）
で
し
た
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
選
挙
管
理
委
員
会

　
（
町
総
務
課
内
）

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
４
０

　
（
内
線
２
２
１
）

　

任
期
満
了
に
伴
う
町
議
会
議
員
一

般
選
挙
が
、
２
月
12
日
（
火
）
告
示
、

17
日
（
日
）
に
投
開
票
さ
れ
ま
し
た
。

　

投
開
票
の
結
果
、
現
職
６
人
、
新

人
５
人
、
元
職
１
人
が
当
選
、
投
票

率
は
74
・
39
㌫
で
し
た
。

町
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
投
開
票
結
果
に
つ
い
て

平
成
31
年
２
月
17
日
（
日
）
執
行

※あん分の結果、切り捨てた票数0.002票
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　平成27年度から町では、地域コミュニ
ティの活性化や地域力向上を目的に、地
域が元気になる活動を町職員（「元気活
動サポーター」）が支援しながら実施す

る「こうさんもん元気活動」推進事業を
実施しています。今年度は、町の審査会
で採択された10行政区６事業がさまざま
に工夫した元気活動に取り組んでいます。

地域全体の活動で元気をつくり出そう

「こうさんもん元気活動」レポート

●
平
成
30
年
度
は
10
行
政
区

　
6
事
業
が
活
動
に
取
り
組
む

　
「
こ
う
さ
ん
も
ん
元
気
活
動
推

進
事
業
」
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
活
性
化
や
地
域
力
向
上
を

目
的
に
、
地
域
住
民
の
知
恵
や
工

夫
を
活
か
し
て
地
域
が
元
気
に
な

る
活
動
を
町
職
員
の
「
元
気
活
動

サ
ポ
ー
タ
ー
」
が
支
援
し
な
が
ら

実
施
す
る
事
業
で
す
。

　

今
年
度
は
審
査
の
結
果
、
10
行

政
区
6
事
業
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

行
政
区
の
特
色
を
生
か
し
た
さ
ま

ざ
ま
な
元
気
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

●
元
気
活
動
で
地
域
の
力
を

　
次
代
へ
受
け
継
ぐ

　

活
動
を
行
う
上
で
は
、
各
地
区

に
元
気
活
動
補
助
金
（
上
限
10
万

円
）
と
元
気
活
動
サ
ポ
ー
タ
ー
が

２
人
程
度
配
置
さ
れ
ま
す
。
サ

ポ
ー
タ
ー
は
各
地
区
の
課
題
を
一

緒
に
話
し
合
っ
た
り
、
活
動
に
向

け
た
助
言
な
ど
を
行
っ
た
り
し
ま

す
。
元
気
活
動
事
業
は
来
年
度
も

実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
が
一
緒
に
な
っ
て
、

地
域
の
力
で
元
気
あ
る
地
域
づ
く

り
を
し
ま
せ
ん
か
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
地
域
振
興
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
５
４

　
（
内
線
２
３
5
）

北原区

地域に潜む危険を知ろう

上：完成した危険箇所マップの

　　発表を行う参加者

中：班ごとに地域を歩きながら

　　危険箇所を１つ１つ確認

下：防災士の指導の下、マップ

　　を作成

　住民同士が疎遠になりがちな昨今、多くの
区民が参加して、お互いを知っておくことで
いざという時の連携もうまくいくと思います。
地域の絆を深めるためにも今後も取り組みを
継続していきたいです。

北原区
永山 恵三区長

　平成30年11月23日（金）北原区（永山
恵三区長51世帯）では、区民60人が参加
して地域の危険箇所を記したマップを作成
しました。
　参加者は４班に分かれて、地域に潜む危
険箇所を歩いて１つずつ確認。現地で感じ
たことを地図に書き込みながら、いざとい
う時の行動について考えました。完成した
マップは発表を行い、危険箇所について区
民同士で活発な意見交換が行われました。

いざという時の
連携力向上を
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２
月
６
日
（
水
）
県
上
益
城
地
域

振
興
局
優
良
功
労
者
表
彰
が
同
局
で

行
わ
れ
、
中
横
田
区
が
地
域
の
振

興
・
発
展
部
門
で
受
賞
し
ま
し
た
。

　

同
表
彰
は
、
管
内
の
地
域
振
興
の

分
野
な
ど
で
模
範
と
な
る
団
体
ま
た

は
個
人
を
表
彰
す
る
も
の
。

　

同
区
（
松
永
博
文
区
長
96
世
帯
）

は
、
住
民
主
体
で
「
い
き
い
き
百
歳

体
操
」
な
ど
の
介
護
予
防
に
取
り
組

み
、
サ
ロ
ン
を
自
主
運
営
。
同
局
が

実
施
す
る
「
地
域
づ
く
り
に
よ
る
介

護
予
防
」
を
推
進
す
る
た
め
の
研
修

会
な
ど
で
先
進
モ
デ
ル
と
し
て
講
師

や
視
察
受
け
入
れ
を
行
い
、
住
民
主

体
に
よ
る
介
護
予
防
の
啓
発
・
推
進

に
貢
献
。
そ
の
功
績
が
高
く
評
価
さ

れ
、
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

東京2020マスコットが登場　
甲佐小でイベント開催

介護予防を地域で実践　　
中横田区が優良功労者表彰

▼東京2020マスコットとふれあった児童たち

▼

感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
た
松
永
区
長
（
右
）

　

２
月
８
日
（
金
）
甲
佐
小
学
校

で
、
東
京
２
０
２
０
マ
ス
コ
ッ

ト
・
ア
ス
リ
ー
ト
訪
問
イ
ベ
ン
ト

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
イ
ベ
ン
ト
は
、
２
０
２
０
年

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
公
式
マ
ス
コ
ッ
ト
を
決

め
る
投
票
に
参
加
し
た
児
童
へ
お

礼
を
伝
え
る
た
め
、
同
競
技
大
会

組
織
委
員
会
が
主
催
し
、
全
国
を

巡
っ
て
い
る
も
の
。
同
大
会
マ
ス

コ
ッ
ト
の
「
ミ
ラ
イ
ト
ワ
」「
ソ

メ
イ
テ
ィ
」、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競

技
で
２
大
会
連
続
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
出
場
し
た
前
田
美
順
さ
ん
が
同

小
を
訪
問
し
、
駆
け
付
け
た
く
ま

モ
ン
と
と
も
に
、
児
童
や
保
護
者

な
ど
約
２
５
０
人
と

交
流
し
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
、
東

京
２
０
２
０
ク
イ
ズ

に
挑
戦
し
た
り
、
前

田
さ
ん
に
よ
る
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
の
授
業
を

受
け
て
ス
マ
ッ
シ
ュ

に
挑
戦
し
た
り
し
ま

し
た
。

　

テ
ニ
ス
を
し
て
い

る
上
妻
士
郎
く
ん
（
岩

下
一
区
・
４
年
）
は
、

「
前
田
選
手
み
た
い
に
、

僕
は
テ
ニ
ス
で
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
出
て
み

た
い
」
と
感
想
を
話

し
ま
し
た
。

　２月23日（土）町内２会場で、甲佐町ス
ポーツ教室が開催されました。
　同教室は、小学生の基本技能の習得や心身
の鍛錬を図るとともに、親ぼくを深めること
を目的に、町教育委員会が主催。
　甲佐高校では、同高野球部を講師に野球教
室を開催し、59人が参加。高校生に教わり
ながら、投球や打撃を実践しました。
　また甲佐小学校では、女子サッカーの熊本
ルネサンスフットボールクラブの選手を講師
にサッカー教室を開催、44人が参加しました。

野球とサッカーを楽しもう
甲佐町スポーツ教室を開催

▲甲佐小で行われたサッカー教室

©2010熊本県くまモン
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　２月19日（火）乙女小学校（松田秀喜校長121
人）で、民具体験学習が行われました。
　同学習は、３年生の社会科で学習する昔の道具
を実際に見て使い、昔の暮らしを実感するととも
に今の暮らしを考えるため、県博物館ネットワー
クセンターが開催。３年生23人が参加しました。
　児童たちははじめに民具についての授業を受け、
時代とともにかまどがどのように変化していった
かなどを学びました。講師の國本信夫さんは、
「暮らしが少しでも快適になるように工夫して、
今の便利な暮らしになっています。これからはみ
んなが快適に暮らせるようにしていってくださ
い」と話しました。
　次に民具を使って洗濯を体験しました。てんび
ん棒で水の入ったバケツを慎重に運び、水をたら
いに入れ、洗濯板を使ってタオルなどを洗濯。金
属の器に炭火を入れた火熨斗（ひのし）でアイロ
ンをかけました。
　森田めぐみさん（船津区）は、「時間もかかる
し、大変だと思いました」と感想を話しました。

　１月26日（土）・27日（日）玉名市で、全
国ママさんバレーボール九州ブロック大会が
行われ、「甲佐わかあゆ」チームが、県代表
として出場しました。
　同チームは、昨年５月に行われた県予選で
３位に入賞し、同大会に出場が決定。九州各
県の３位チームが対戦するグループで、３位
に入賞しました。
　監督の古田久里子さん（大町区）は「５月
には県大会があるので、チーム一丸となって
全国大会を目指します」と話しました。

九州大会に出場　　　　
ママさんバレーボール「甲佐わかあゆ」

▲九州大会に出場した「甲佐わかあゆ」チーム

昔の暮らしを体感して　　　
２月19日（火）乙女小で民具体験学習

▲てんびん棒を使ってバケツに入った水をこぼれないように慎重に運ぶ
児童たち

　

２
月
15
日
（
金
）
御
船
町
の
上
益

城
消
防
組
合
消
防
本
部
で
、
高
規
格

救
急
自
動
車
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

ア
ス
テ
ラ
ス
製
薬
㈱
が
地
域
社
会

貢
献
の
一
環
と
し
て
全
国
に
高
規
格

救
急
自
動
車
の
贈
呈
を
続
け
て
お
り
、

今
回
が
２
４
３
台
目
。

　

式
典
で
は
、
同
社
九
州
支
店
統
括

室
の
福
島
徹
室
長
か
ら
、
同
組
合
管

理
者
の
奥
名
克
美
町
長
に
目
録
が
贈

呈
さ
れ
、『
ア
ス
テ
ラ
ス
上
益
城

号
』
と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

　

奥
名
町
長
は
「
寄
贈
い
た
だ
い
た

高
規
格
救
急
自
動
車
を
有
効
に
活
用

す
る
と
と
も
に
、
救
命
率
の
向
上
を

目
標
に
救
急
業
務
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

高規格救急自動車を寄贈 
アステラス製薬㈱から上益城消防組合へ

▼

福
島
室
長
（
左
）
か
ら
奥
名
管
理
者
に
目
録
を
贈
呈
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国
民
年
金

町住民生活課　TEL096‒234‒1113( 内線104)

■
国
民
年
金
保
険
料
の
産
前
産
後
期

　

間
の
免
除
制
度
が
始
ま
り
ま
す

　

４
月
１
日
（
月
）
か
ら
、
国
民
年
金

第
１
号
被
保
険
者
が
出
産
を
行
っ
た
際

に
は
、
出
産
前
後
の
一
定
期
間
の
国
民

年
金
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
制
度
が
始

ま
り
ま
す
。

●
国
民
年
金
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る

　
期
間

　

出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
が
属
す

る
月
の
前
月
か
ら
４
カ
月
間
（
以
下

「
産
前
産
後
期
間
」
と
い
い
ま
す
。）

の
国
民
年
金
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　

産
前
産
後
期
間
と
認
め
ら
れ
た
場
合

は
、
将
来
年
金
額
を
計
算
す
る
際
に
保

険
料
を
納
め
た
期
間
と
し
て
扱
わ
れ
ま

す
。

　

な
お
、
多
胎
妊
娠
の
場
合
は
出
産
予

定
日
ま
た
は
出
産
日
が
属
す
る
月
の
３

カ
月
前
か
ら
６
カ
月
間
の
国
民
年
金
保

険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

※
出
産
と
は
、
妊
娠
85
日
（
４
カ
月
）

　

以
上
の
出
産
を
い
い
ま
す
（
死
産
、

　

流
産
、早
産
さ
れ
た
方
を
含
み
ま
す
）。

●
対
象
と
な
る
方

　
「
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
」
で
、

出
産
日
が
平
成
31
年
２
月
１
日
以
降
の

方●
施
行
日

　

４
月
１
日
（
月
）

●
申
請
方
法

　

住
民
登
録
を
し
て
い
る
市
（
区
）
役

所
・
町
村
役
場
の
国
民
年
金
担
当
窓
口

へ
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
書
は
、
年
金
事
務
所
ま
た
は
市

（
区
）
役
所
・
町
村
役
場
の
国
民
年
金

の
窓
口
に
備
え
付
け
が
あ
り
ま
す
。

　

出
産
予
定
日
の
６
カ
月
前
か
ら
提
出

可
能
で
す
。
速
や
か
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※
申
請
書
の
提
出
が
で
き
る
の
は
、
４

　

月
か
ら
で
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

　

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
東
年
金
事
務
所

　

TEL
０
９
６
‐
３
６
７
‐
２
５
０
３

文
化
財

町教育委員会社会教育課　TEL096‒234‒2447( 内線325)

■
熊
本
地
震
に
伴
う
パ
ネ
ル
展
を
町

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
開
催

　

平
成
28
年
熊
本
地
震
に
伴
う
復
旧
・

復
興
事
業
で
緊
急
発
掘
調
査
を
行
っ
た

遺
跡
の
調
査
成
果
と
、
こ
れ
ま
で
の
発

掘
調
査
の
成
果
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た

新
た
な
地
域
の
歴
史
を
パ
ネ
ル
で
紹
介

す
る
パ
ネ
ル
展
「
復
興
が
教
え
て
く
れ

る
！
地
域
の
歴
史
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
本
町
の
復
旧
・
復
興
事
業

に
伴
う
文
化
財
調
査
の
成
果
を
取
り
上

げ
ま
す
。
併
せ
て
、
九
州
各
県
か
ら
発

掘
調
査
で
派
遣
さ
れ
た
専
門
職
員
の
活

動
を
紹
介
し
ま
す
。

■
復
旧
・
復
興
事
業
に
関
す
る
ギ
ャ

　

ラ
リ
ー
ト
ー
ク
も
開
催

　

会
期
中
に
復
旧
・
復
興
事
業
に
関
し

て
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
2
回
行
い

ま
す
。
第
1
回
は
、
熊
本
県
文
化
課
が

行
っ
て
い
る
熊
本
地
震
に
伴
う
復
旧
・

復
興
事
業
に
伴
う
調
査
で
の
成
果
に
つ

い
て
、
第
2
回
は
甲
佐
町
が
行
っ
て
い

る
熊
本
地
震
に
伴
う
復
旧
・
復
興
事
業

に
伴
う
調
査
の
成
果
に
つ
い
て
お
話
し

し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

●
パ
ネ
ル
展

▼
展
示
日
時
　

　

３
月
４
日
（
月
）
〜
18
日
（
月
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分　

▼
会
場

　

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
ギ
ャ
ラ

リ
ー
モ
ー
ル

●
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

▼
開
催
日
時
　

・
第
１
回

　

３
月
10
日
（
日
）

　

午
後
２
時
〜
午
後
３
時

・
第
２
回

　

３
月
16
日
（
土
）

　

午
後
１
時
〜
午
後
２
時

▼
会
場

　

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
視
聴
覚
室

▼
展
示
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
教
育
庁
教
育
総
務
局
文
化
課
文
化

　

財
調
査
班

　

TEL
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
７
０
６

　

FAX
０
９
６
‐
３
８
４
‐
７
２
２
０

パネル展「復興が教え
てくれる！地域の歴史」

３ 月 ４ 日（ 月 ）か ら18日（ 月 ）ま で 開 催

産前産後期間は国民
年金保険料が免除に

詳しくは町住民生活課にお問い合わせください
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火
葬
場

町環境衛生課　TEL096‒234‒1169

国
民
健
康
保
険

町住民生活課　TEL096‒234‒1113 （内線106）　

■
現
在
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

　

証
の
有
効
期
限
は
７
月
31
日
で
す

　

国
民
健
康
保
険
制
度
の
都
道
府
県
化

に
伴
い
、
平
成
30
年
度
か
ら
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限
が
７
月

31
日
に
変
わ
っ
た
た
め
、
現
在
、
国
保

被
保
険
者
の
皆
さ
ん
が
お
持
ち
の
被
保

険
者
証
の
有
効
期
限
は
、
７
月
31
日
で

す
（
短
期
証
を
除
き
ま
す
）。

　

そ
の
た
め
、
毎
年
３
月
に
各
行
政
区

の
公
民
館
な
ど
で
実
施
し
て
い
た
国
保

被
保
険
者
証
の
交
換
は
、
今
年
度
実
施

し
ま
せ
ん
。

■
次
回
の
更
新
か
ら
被
保
険
者
証
は

　

簡
易
書
留
郵
便
で
送
付
し
ま
す

　

次
回
の
更
新
か
ら
国
保
被
保
険
者
証

は
世
帯
主
あ
て
に
簡
易
書
留
郵
便
に
て

送
付
し
ま
す
。

　

新
し
い
被
保
険
者
証
は
、
受
け
取
り

後
、
記
載
内
容
に
間
違
え
が
な
い
か
確

認
し
て
い
た
だ
き
、
８
月
１
日
か
ら
使

用
し
て
く
だ
さ
い
。
古
い
被
保
険
者
証

は
有
効
期
限
（
７
月
31
日
）
を
過
ぎ
た

ら
、
ご
自
身
で
裁
断
す
る
な
ど
し
て
破

棄
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

次
回
の
被
保
険
者
証
の
更
新
に
つ
い

て
は
、
更
新
時
期
が
近
づ
い
た
ら
再
度

詳
細
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
現
在
お
持

ち
の
被
保
険
者
証
は
、
有
効
期
限
ま
で

大
切
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

■
７
月
31
日
よ
り
前
に
有
効
期
限
が

　

設
定
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
、

被
保
険
者
証
の
有
効
期
限
が
７
月
31
日

よ
り
前
に
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
対
象

者
に
は
、
期
限
が
近
づ
い
た
ら
更
新
の

お
知
ら
せ
を
し
ま
す
。

▼
有
効
期
限
が
変
更
さ
れ
て
い
る
例

・
７
月
31
日
ま
で
に
75
歳
の
誕
生
日
を

　

迎
え
る
人

　

有
効
期
限
は
、
75
歳
の
誕
生
日
の
前

日
（
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
へ
移
行
）

・
７
月
31
日
ま
で
に
65
歳
の
誕
生
日
を

　

迎
え
る
退
職
被
保
険
者
本
人
お
よ
び

　

そ
の
被
扶
養
者
の
有
効
期
限

有
効
期
限
は
、
65
歳
の
誕
生
日
の
月

末
（
１
日
生
ま
れ
は
前
月
末
。
一
般
被

保
険
者
に
移
行
）

国保被保険者証の
有効期限は７月31日

国保イメージキャラクターの上白石萌歌さん

種　別 単位
【現　行】
関係市町住民

【改定後】
関係市町住民

寂静の里 龍燈苑 寂静の里 龍燈苑

火
葬
料

遺
骸

12歳以上 １体 10,000円 15,000円 15,000円 15,000円

12歳未満 １体 8,000円 12,000円 12,000円 12,000円

死産児 １胎 6,000円 9,000円 9,000円 9,000円

改葬遺骨 １件 4,000円 6,000円 6,000円 6,000円

焼
却
料

人体の一部
汚物等 １件 4,000円 6,000円 6,000円 6,000円

保
管
料

遺がい １日 10,000円 15,000円 15,000円 15,000円

遺骨 １日 1,000円 1,500円 1,500円 1,500円

■宇城広域連合火葬場使
■
火
葬
場
の
使
用
料
が
４
月
１
日
か

　

ら
改
定
さ
れ
ま
す

　

現
在
、
本
町
の
火
葬
事
務
に
つ
い
て

は
、
委
託
し
て
い
る
宇
城
広
域
連
合
の

「
寂
静
の
里
」
を
利
用
し
て
お
り
ま
す
。

　

宇
城
広
域
連
合
で
は
、
電
気
代
や
燃

料
費
の
高
騰
な
ど
に
よ
る
コ
ス
ト
増
の

動
き
に
よ
り
、
受
益
者
負
担
の
適
正
化

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
火
葬
場
の
使

用
料
が
４
月
１
日
か
ら
改
定
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

改
定
後
の
料
金
に
つ
い
て
は
、
左
記

表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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町生涯学習センター図書室からの３月のおすすめ図書

町生涯学習センター図書室のご利用について

■開館時間 午前９時～午後５時　■休館日 毎週火曜日、年末年始　■貸出冊数・期間 １人５冊まで、15日間

町生涯学習センター図書室

　TEL096-234-2447（内線331）

デビュー戦を初回ＫＯで飾って

から３敗１分。考えすぎてばか

りいる21歳ボクサーのぼくの

弱さに、その人生に厭（あ）き

ていた。でも、駆け出しトレー

ナーの変わり者のウメキチとの

練習の日々が、ぼくを、その心

身を、世界をかえていく…。主

人公の内面を、丹念に映し出し

ていく描写に引き込まれてしま

う１冊です。

新潮社

小説

第160回芥川賞受賞作品

町屋 良平著 /『１Ｒ１分34秒』

金栗四三が学習まんが人物館に登場

大谷 じろうまんが　水野 光博文 /『金栗四三』

ハンドメイドの世界が広がる１冊
『たっぷり楽しむハンドメイド小物219』

レジンで型取るアクセサリー、

オーブン粘土で作るボタン、こ

ぎん刺しの小物、牛乳パックで

作るギフトボックス、羊毛で作

るあたたかブローチ、水引で作

るアクセサリー…。いろいろな

技法で楽しむ、とっておきの工

芸・手芸の作品219点を紹介。

お気に入りのアイテムがきっと

見つかります。ハンドメイドの

世界が広がる１冊です。

ブティック社

教養娯楽

2016年４月の熊本地震におい

て、御船町にある老人総合福祉

施設「グリーンヒルみふね」が

どのような状況に陥ったか、施

設長である著者が現場責任者と

してどう対処したか、職員のモ

チベーションをどう維持したか、

これらの事実とともに30人の

職員の証言も掲載。大災害時に

おける社会福祉法人や地域の防

災体制のあり方を問う１冊です。

マネジメント社

一般書

御船町にある福祉施設の熊本地震の記録

吉本 洋著 /『熊本地震いのちを守る！』

熊本県に生まれ、1912年のス

トックホルムオリンピックに日

本人初の出場を果し、その後ア

ントワープ、パリと合計３度の

オリンピックに出場するととも

に、日本人の長距離ランナー育

成のために尽力した「日本マラ

ソンの父」金栗四三の人生をま

んがでたどる。92歳で亡くな

るまでに走った距離は25万キ

ロと言われています。

小学館

児童書

Library Information

図書室からのお知らせ

■０歳児からのおはなし

　会について

　図書室では、毎月第２木曜

日に「０歳児からのおはなし

会」を行っています。絵本の

読み聞かせや、手袋人形、わ

らべうたなど楽しい内容です。

　子育て中の保護者のみなさ

ん、おじいちゃん、おばあ

ちゃんも、子どもたちとお気

軽にご参加ください。

■日時　３月14日（木）

　　　　午前10時30分～

■会場　図書室おはなしのへや

私 ～ My Favorite Story ～

私のおすすめ図書
 『赤い指』（東野 圭吾著）

竹原 富美子さん
〔緑町区〕

今月の案内人

「家族」の物語。犯罪を越えた本当の
闇。この家に隠されている真実は彼ら
の手で解かれなければならない。ひと
つの事件から見える家族の肖像。

　町生涯学習センター図書室

　TEL096-234-2447（内線331）
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■自分に関わりのあることとして

　同和問題を考える

●芸能や文化との関わり

　中世 ( 鎌倉・室町時代 ) には、千

秋万歳、曲舞や猿楽などと呼ばれる、

歌や踊りなどの遊芸、芸能などが発

達しました。また、庭園づくりなど、

現在につながる様々な文化も発達し

ました。これらを支えたのは農業以

外で生活をしていた人たちで、封建

社会体制の支配に属さないため差別

されていました。

　しかし、この人たちの中には、農

民の間に生まれた田楽や猿楽を世界

最古の舞台芸能である能楽として大

成した観阿弥・世阿弥父子、また庭

師として銀閣や相国寺、興福寺等の

庭を手がけたとされる善阿弥父子等、

現在まで残る文化を形成した人たち

が数多くいます。このように、当時

差別された人たちが、今日の伝統芸

能や文化に果たした功績は大きいも

のがあるのです。

●義務教育教科書無償運動

　昭和30年代後半、憲法の「義務

教育は無償である」ということにつ

いての学習を深めた、高知県の同和

地区の人たちを中心に、教科書無償

の運動が起こりました。～中略～こ

の運動は生活の安定と向上、部落差

別の解消につながる取組みでもあり

ました。やがて、この運動は全国へ

広がり、ついに国会でも取り上げら

れました。

　そして、昭和38(1963) 年に「義

務教育諸学校の教科用図書の無償措

置に関する法律」が制定されたので

す。現在は、教科書が無償で配付さ

れることが当然のようになっていま

すが、ここに至るまでには、このよ

うに多くの人たちの取組がかかわっ

ているのです。

～人権研修テキスト ( 同和問題編 ) より～

Human Rights
人権 ～心豊かに暮らすために～

Public Hall
町公民館からのお知らせと話題

　町教育委員会公民館事務局

　TEL096-234-2447（内線321）

　

2
月
19
日
（
火
）
町
総
合
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、
ワ
ー
キ

ン
グ
世
代
の
講
座
「
お
弁
当
に

も
使
え
る
米
粉
料
理
」
教
室
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
小
麦
・
卵
・
乳
製

品
を
使
わ
な
い
、
ア
レ
ル
ギ
ー

持
ち
の
方
で
も
お
い
し
く
食
べ

ら
れ
る
料
理
を
提
案
し
ま
し
た
。

メ
ニ
ュ
ー
を
１
つ
ず
つ
説
明
し

な
が
ら
調
理
し
て
い
く
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
形
式
で
、
参

加
者
13
人
は
レ
シ
ピ
を
見
な
が

ら
メ
モ
を
取
っ
て
い
ま
し
た
。

　

小
麦
粉
を
米
粉
に
、
牛
乳
を

豆
乳
に
変
え
た
豆
乳
グ
ラ
タ
ン

や
豆
乳
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
、
し
ょ
う

ゆ
サ
ツ
マ
イ
モ
の
蒸
し
パ
ン
、

鶏
の
胸
肉
を
使
っ
た
鶏
チ
リ
な

ど
ヘ
ル
シ
ー
な
メ
ニ
ュ
ー
5
種

類
を
作
り
、
会
話
を
し
な
が
ら

楽
し
く
試
食
を
し
ま
し
た
。

　

2
月
20
日
（
水
）
下
横
田
公

民
館
で
、
公
民
館
出
前
講
座

「
介
護
予
防
の
た
め
の
運
動
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

谷
田
病
院
通
所
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
・
理
学

療
法
士
の
木
戸
俊
輔
さ
ん
を
講

師
に
迎
え
、
下
横
田
老
人
会
13

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

誰
に
で
も
訪
れ
る
老
化
に
負

け
な
い
食
生
活
・
寝
た
き
り
に

な
ら
な
い
生
活
習
慣
を
学
び
ま

し
た
。
イ
ス
に
座
っ
て
の
足
の

ス
ト
レ
ッ
チ
や
膝
伸
ば
し
運
動
、

「
む
せ
な
い
」
た
め
の
準
備
運

動
で
、
口
の
中
の
乾
燥
が
大
敵

な
の
で
唾
液
を
出
し
や
す
く
す

る
ア
ゴ
の
ま
わ
り
の
マ
ッ
サ
ー

ジ
な
ど
も
学
び
ま
し
た
。

　

木
戸
さ
ん
は
、「
身
体
管
理
・

栄
養
・
社
会
進
出
を
心
掛
け
健

康
寿
命
を
伸
ば
し
ま
し
ょ
う
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

お
弁
当
に
も
米
粉
料
理

ワ
ー
キ
ン
グ
世
代
の
講
座

介
護
予
防
の
た
め
の
運
動

町
公
民
館
出
前
講
座

▲作った米粉料理を会話しなが

ら楽しく試食する参加者

▲介護予防のための足のスト

レッチなどを学ぶ参加者

▲

町公民館からのご案内

町民大学「講演・閉講式」

●開催日時

　３月19日（火）

　午前10時開会

●会場

　町生涯学習センター・ホール

●講演内容

　「寝たきり、

　　要介護予防について」

●講師

　甲佐町フィットネスセンター

　館長　那須 賢志さん

家庭でできるロコモ予防の運動を

一緒にしましょう。軽い運動がで

きる格好でお越しください。たく

さんの参加をお待ちしています。
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❖
『
い
き
い
き
百
歳
体
操
』
を
ご

　
存
知
で
す
か
？

　

み
な
さ
ん
、
甲
佐
町
の
介
護
予
防
で

お
す
す
め
し
て
い
る
『
い
き
い
き
百
歳

体
操
』
は
、
ご
存
知
で
す
か
？

　

こ
れ
ま
で
に
「
あ
ゆ
み
だ
よ
り
」
で

も
何
度
か
ご
紹
介
し
ま
し
た
。
椅
子
か

ら
立
ち
上
が
っ
た
り
歩
い
た
り
す
る
時

な
ど
、
日
常
生
活
で
必
要
と
な
る
筋
肉

を
鍛
え
る
体
操
で
す
。
日
ご
ろ
使
う
筋

肉
で
は
あ
り
ま
す
が
、
楽
に
動
作
で
き

る
よ
う
に
な
る
た
め
に
『
百
歳
体
操
』

を
週
１
回
、
ま
た
は
週
２
回
を
継
続
し

て
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

地
域
に
よ
っ
て
は
定
期
的
に
『
百
歳

体
操
』
を
住
民
主
体
で
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
参
加
さ
れ
て
い
る
方
か
ら
、

非
常
に
効
果
が
あ
る
と
お
聞
き
し
ま
し

た
。
実
際
、
ど
の
よ
う
な
効
果
を
実
感

さ
れ
て
い
る
か
お
尋
ね
し
ま
し
た
の

で
、
皆
さ
ん
に
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
今
回
は
、
早
川
地
区
の
介
護

予
防
教
室
に
参
加
し
て
い
る
寺
本
節
子

さ
ん
で
す
。

❖
91
歳
の
寺
本
節
子
さ
ん
の
取

　
り
組
み

●
寺
本
さ
ん
は
現
在
お
い
く
つ
で
す
か
？

―
91
歳
に
な
り
ま
す
。

●
い
つ
か
ら
早
川
地
区
の『
百
歳
体
操
』

　

に
参
加
さ
れ
て
い
る
ん
で
す
か
？

―
早
川
地
区
が
体
操
を
始
め
た
平
成
28

　

年
８
月
か
ら
参
加
し
て
い
ま
す
。

●
１
カ
月
に
何
回
参
加
さ
れ
て
い
ま
す

　

か
？

―
１
カ
月
に
６
回
あ
る
の
で
時
々
お
休

　

み
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
６
回

　

と
も
お
お
む
ね
参
加
し
て
い
ま
す
。

●
改
善
し
た
こ
と
な
ど
あ
れ
ば
教
え
て

　

く
だ
さ
い
。

―
体
操
に
行
く
と
き
は
ふ
ら
ふ
ら
し
て

　

歩
き
ま
す
が
、
体
操
を
し
た
帰
り
は

　

し
っ
か
り
歩
い
て
帰
る
こ
と
が
で
き

　

ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
、
い
つ
も
は
晩

　

に
４
回
、
目
が
覚
め
て
ト
イ
レ
に
行

　

き
ま
す
が
、
体
操
し
た
晩
は
よ
く
眠

　

れ
る
の
で
１
回
、
目
が
覚
め
る
く
ら

　

い
で
す
。
ト
イ
レ
も
１
回
だ
け
し
か

　

行
き
ま
せ
ん
。

●
ま
だ
『
い
き
い
き
百
歳
体
操
』
を
体

　

験
し
て
い
な
い
方
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

　

く
だ
さ
い
。

―
『
い
き
い
き
百
歳
体
操
』
は
と
て
も

　

い
い
体
操
で
す
か
ら
、
皆
さ
ん
に
お

　

勧
め
し
ま
す
。

❖
寺
本
さ
ん
の
身
体
機
能
の
改
善

　
し
た
点
の
ご
紹
介

　

寺
本
さ
ん
は
、
早
川
地
区
で
体
力
測

定
を
し
た
結
果
、
歩
行
能
力
な
ど
改
善

し
た
項
目
が
あ
り
ま
し
た
。

　　

寺
本
さ
ん
は
90
歳
代
で
す
が
、
皆
さ

ん
と
同
じ
よ
う
に
体
操
に
参
加
し
て
取

り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
90
歳
代
の
方
か

ら
、
あ
ま
り
運
動
の
機
会
の
な
い
事
務

な
ど
を
し
て
い
る
働
き
盛
り
の
方
で
も

十
分
効
果
が
得
ら
れ
る
体
操
で
す
。

　

地
域
で
取
り
組
み
た
い
な
ど
、
興
味

の
あ
る
方
は
、
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

『
い
き
い
き
百
歳
体
操
』
で
楽
し
く

介
護
予
防
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う

Health
町総合保健福祉センターからのお知らせ

あ
ゆ
み
だ
よ
り

体操 の話

このコーナーでは、毎月、町総合

保健福祉センター職員である保健

師、社会福祉士などが、健康や福

祉、介護、健康診査などに関する

情報をリレー形式でご紹介します。

今月の「あゆみだより」は

『いきいき百歳体操』は、日常生

活で必要となる筋肉を鍛える体操

です。90 歳代の方から、働き盛

りの方でも十分効果が得られま

す。ご近所同士で楽しく筋力アッ

プをしませんか。

福田 久美子 保健師

寺本 節子さん
（早川区）

※椅子に座った状態から立ち上がり、3メートル先にある目印をターンして
　戻り、椅子に座るまでの時間を測定

■寺本さんの体力測定結果
項目（単位）

平成 30 年１月
測定値

平成 30 年９月
測定値

効果

握力（㌔㌘） 17.6 21.9 改善

５㍍通常歩行時間（秒） 4.4 4.231 改善

５㍍最大歩行時間（秒） 3.96 3.43 改善

タイムアップアンド
ゴー※（秒） 10.86 7.76 改善
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Smile
わが家の“ 笑顔 ”をご紹介します

Child-Care
３月の子育て支援カレンダー

・町総合保健福祉センター

・町地域包括支援センター

　（町総合保健福祉センター内）

　TEL096-235-8711

●行事などに関する詳しい内容は、各園に直接お問い合わせください。

３・４月の保健活動

　　３月18日（月）　午前９時

　　４月18日（木）　午前９時

　　３月18日（月）　午前10時

　　４月18日（木）　午前10時

　　４月12日（金）　午前９時30分

　　３月12日（火）　午後１時

　　４月19日（金）　午前９時20分

　　３月12日（火）　午後１時20分

甲佐町子育て支援センター
　（竜野保育園内） TEL096-234-0305

１日（金） 三輪車に乗ろう

４日（月） 走れ！ブッブー

６日（水） お散歩

８日（金） 風船遊び

11日（月） 砂場遊び

13日（水） お誕生会（要予約）

15日（金） 親子で読書

18日（月） シャボン玉遊び

20日（水） ブロック遊び

22日（金） 積み木遊び

25日（月） ままごと遊び

27日（水） 支援閉所式

 育児相談（電話・面接）
 月～金曜日　午前９時30分～午後４時

 体験保育
 月・水・金曜日　午前９時30分～正午

甲佐保育園 TEL096-234-0186

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

若草保育園 TEL096-234-0013

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

竜野保育園 TEL096-234-0519

13日（水） お誕生会

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

乙女保育園 TEL096-234-3947

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

緑川保育所 TEL096-234-0789

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

　

大滝 心
こ こ

々 ちゃん（１歳）
 父・祐輔 さん　母・美里 さん

　（横田区）

　　毎日たくさんの笑顔で　　　　

　　　　幸せをありがとう♡

　

溜渕 友
ゆう り

理 くん（１歳）
 父・臣治 さん　母・侑奈 さん

　（下横田区）

　　　１歳になりました！

　

西村 奏
かな と

翔 くん（１歳）
 父・諭 さん　母・彩香 さん

　（上早川一区）

　　　みんなたくさん

　　　　　　あそんでね♪
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　今回は、筋力トレーニングマシン

「レッグカール＆エクステンショ

ン」をご紹介いたします。このマシ

ンで鍛える事ができる筋肉は、大腿

（だいたい）四頭筋・ハムストリン

グス ( 太もも裏 ) です。

　大腿四頭

筋は、膝の

関節を支え

る大変重要

な筋肉です。

この筋肉が

弱くなると

膝痛の原因

になります。

また、大腿四頭筋は筋肉の面積が広

く、鍛える事で、基礎代謝があがり、

痩せやすくなります。冷え性の方に

は、冷え症改善も期待できます。

　ハムストリングス ( 太もも裏 ) は、

お尻の筋肉である大殿筋 ( だいでん

きん ) を補助する役割をもっており、

ハムストリングスを鍛えれば、大殿

筋も刺激され、お尻のヒップアップ

効果も期待されます。また、猫背を

解消し正しい姿勢に近づけます。

　下肢筋肉の衰えは知らないうちに

進んでいきます。「レッグ＆エクス

テンション」を使い、予防しましょ

う。

　４月４日（木）に、フィットネス

センターは２周年を迎えます。当日

は、記念イベントを実施しますので、

お友達などお誘いあわせの上お越し

ください。

村松 友希さん
〔健康運動実践指導者〕

今月の講師

Fitness Center
甲佐町フィットネスセンター

足（ 大 腿 ） の 筋 肉 を 鍛 え て、 健 脚！
美 脚 を 手 に 入 れ よ う

▲下肢筋力の基本となる筋肉を鍛えるこ

とができます。

レッグカール＆エクステンション

Enterprise
甲佐町進出企業協議会だより

甲佐町進出企業協議会

　（町地域振興課内）

TEL096-234-1154（内線234）

本町への進出企業のご紹介

■
豊
富
な
実
績
と
最
新
技
術 

　
を
駆
使
し
た
企
業
活
動

　

㈱
日
立
物
流
九
州
熊
本
営
業

所
は
、
㈱
日
立
物
流
の
グ
ル
ー

プ
会
社
で
あ
る
㈱
日
立
物
流
九

州
の
事
業
所
の
１
つ
と
し
て
平

成
５
年
、
本
町
に
設
立
さ
れ
ま

し
た
。

　

量
販
店
な
ど
か
ら
委
託
を
受

け
、
メ
ー
カ
ー
ベ
ン
ダ
ー
な
ど

仕
入
先
か
ら
の
商
品
を
包
括
し

て
量
販
店
に
届
け
る
シ
ス
テ
ム

物
流
事
業
や
、
建
設
現
場
に
お

い
て
の
空
調
機
器
・
電
気
機
器

な
ど
の
重
量
品
か
ら
病
院
内
の

医
療
機
器
と
い
っ
た
特
別
な
取

り
扱
い
を
要
す
る
精
密
機
器
ま

で
の
輸
送
・
設
置
を
行
う
機
工

事
業
を
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ア
ル
バ
イ
ト
社
員
・
パ
ー
ト

社
員
・
正
社
員
も
随
時
募
集
さ

れ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

山口 一也
営業所所長

南九州の物流拠点として、社業を通じて社会に貢献

熊本機工係営業係長

高橋 貴臣さん

計画力・技術力・安全
品 質 管 理 力 を 追 求

エレベーターやビル内の冷暖

房など、重量機器の輸送や設

置を行う機工部門で、営業の

仕事をしています。お客様の

様々なニーズにお応えし、機

器類の輸送・設置を安全に、

確実かつ効率よく行うために、

常に技能訓練や知識の習得に

努めています。

昭和61年入社、平
成30年４月から営
業所所長に着任致
しました。地域の
お役に立てるよう
社員一丸となり頑
張ってまいります。

事業所概要
■所在地　甲佐町大字白旗1877-1
■従業員　40人
■電話番号　096-234-3555
■ＵＲＬ　http://www.hitachi-transportsystem.com/jp/kyushu/

株式会社日立物流九州
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　11月から２月にかけて、仁田子

の旧西村民俗資料館で、古民家改修

ワークショップを開催しました。

　改修ワークショップは、本町の魅

力を集めた交流拠点施設を整備する

ため、町が主催し、計４回８日間実

施。県内外から延べ181人という多

くの人に参加していただきました。

　町外からの参加者には、「甲佐町

のことを知らなかった」という人も

いましたが、「大人だけでなく、子

どもたちが参加しているところや、

地域の人が見に来ている雰囲気が和

やかでほほ笑ましく楽しかった」

「自然が豊かで風景に癒やされる」

などの感想が聞かれ、本町の魅力を

感じていただける機会になりました。

　また、「知らない人との交流が面

白かった」「他県の人たちから専門

的な話を聞けた」という感想も聞か

れ、改修ワークショップを通じて地

域を越えて交流の輪が広がりました。

　さらに「改修のプロセスに参加で

き、愛着がわきました」「完成した

ら泊まりに来たい」と、今後の町の

活性化につながるような意見も聞か

れました。

　多くの人たちの交流の中で、本町

の新たな交流拠点が少しずつ生まれ

変わろうとしています。あなたも交

流の輪に加わってみませんか。

Town Development
甲佐町まちづくり協議会

 Traditional House Renovation
古民家再生

　町地域振興課

　TEL096-234-1154（内線235）

■
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の

　
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
制
作
中

　

甲
佐
町
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

で
は
、
現
在
、
協
議
会
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
を
制
作
し
て
い
ま
す
。

　

本
町
の
情
報
を
発
信
し
、
町

の
活
性
化
を
促
す
こ
と
を
目
的

と
し
、
こ
れ
ま
で
に
サ
イ
ト
で

紹
介
し
た
い
ジ
ャ
ン
ル
や
ペ
ー

ジ
構
成
、
サ
イ
ト
名
や
キ
ャ
ッ

チ
コ
ピ
ー
な
ど
を
協
議
し
て
き

ま
し
た
。

　

観
光
客
や
移
住
者
・
Ｕ
Ｉ

タ
ー
ン
希
望
者
へ
の
対
外
的
な

発
信
は
も
ち
ろ
ん
、
町
内
の
皆

さ
ん
に
も
、
本
町
の
課
題
や
魅

力
な
ど
を
分
か
り
や
す
く
伝
え

て
い
く
予
定
で
す
。

■
本
町
の
魅
力
を
再
発
見
！

　
地
域
か
ら
の
情
報
を
発
信

　

サ
イ
ト
に
は
、
町
の
人
た
ち

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
な
ど
を
紹

介
す
る
『
会
い
に
行
く
』、
観

光
名
所
や
見
慣
れ
て
い
る
景
色

の
魅
力
を
再
発
見
す
る
『
探
し

に
い
く
』、
飲
食
店
や
物
産
・

特
産
品
を
紹
介
す

る
『
食
べ
に
行

く
』
コ
ー
ナ
ー
を

準
備
し
て
い
ま
す
。

本
町
で
体
験
で
き

る
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
や
イ
ベ
ン
ト

な
ど
の
情
報
も
発

信
し
て
い
く
予
定

で
す
。
協
議
会
だ

か
ら
こ
そ
で
き
る
、

地
域
か
ら
の
発
信

内
容
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

サ
イ
ト
は
4
月

ご
ろ
に
公
開
の
予

定
で
す
。

▲甲佐町まちづくり協議会のウェブサイトを制作中

　町地域振興課

　TEL096-234-1154（内線235）

「僕らが届けたい甲佐」を
コンセプトに、人、風景、
食、体験、イベントなどの
テーマで、甲佐の魅力を切
り取り、発信していきます。
皆さんがこのサイトを通し

て１つでも多くの出会いや
発見、町を誇らしく思って
もらえるきっかけになれば
嬉しいです。取材のオ
ファーがきたときは、快く
ＯＫをお願いします !

合計４回の古民家改修
ワークショップを開催

甲佐の魅力を発信します

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る

地

域

か

ら

の

情

報

発

信

を

まちづくり協議会

米原 賢一さん

▲多くの人が参加した改修ワークショップ
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３
March 2019

今月のお知らせ

お問い合わせ先一覧

Monthly Information

●町役場

　 TEL096-234-1111（代表）
●町教育委員会

 （町生涯学習センター）

　 TEL096-234-2447（代表）
●町総合保健福祉センター

　 TEL096-235-8711
●町水道管理センター

　 TEL096-234-0755
●町民センター

　 TEL096-234-2459
●町学校給食センター

　 TEL096-234-0255
●町老人憩いの家

 （㈳甲佐町社会福祉協議会）

　 TEL096-234-0423
●御船町甲佐町衛生施設組合

 （クリーンセンター）

　 TEL096-282-0688
●上益城消防署

　 TEL096-282-1955
●御船警察署

　 TEL096-282-1110
●上益城広域連合

　 TEL096-237-2891
●県上益城地域振興局

　 TEL096-282-2111（代表）
●県御船保健所

　 TEL096-282-0016
●県庁

　 TEL096-383-1111（代表）

町からのお知らせについ

ては、詳しくは町公式サ

イトをご覧ください。

URL https://www.town.kosa.

　　kumamoto.jp/

　

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
が
、

３
月
１
日
（
金
）
〜
７
日
（
木
）

の
期
間
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

火
災
予
防
運
動
は
、
火
災
が
発

生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
る
に
当

た
り
、
火
災
予
防
思
想
の
一
層
の

普
及
を
図
り
、
も
っ
て
火
災
の
発

生
を
防
止
し
、
高
齢
者
を
中
心
と

す
る
死
者
の
発
生
を
減
少
さ
せ
る

と
と
も
に
、
財
産
の
損
失
を
防
ぐ

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
や
職
場
、
地
域
ぐ
る
み
で

火
の
用
心
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

▼
防
火
標
語

　
『
忘
れ
て
な
い
？　

サ
イ
フ
に

　

ス
マ
ホ
に　

火
の
確
認
』

▼
住
宅
防
火
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

●
３
つ
の
習
慣

・
寝
た
ば
こ
は
絶
対
や
め
る
。

・
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

　

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す

　

る
。

・
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

　

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

●
４
つ
の
対
策

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

　

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

・
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か

　

ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防

　

炎
品
を
使
用
す
る
。

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

　

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を

　

設
置
す
る
。

・
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

　

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

　

協
力
体
制
を
作
る
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

上
益
城
消
防
本
部

　

TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
９
６
３

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及

促
進
の
た
め
、
職
員
が
無
料
で
顔

写
真
を
撮
影
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
申
請
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
ま

す
。

▼
受
付
窓
口

　

町
住
民
生
活
課
住
民
係

▼
受
付
時
間

　

平
日　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

▼
必
要
書
類

●
本
人
確
認
書
類

・
顔
写
真
付
き
（
１
つ
で
可
）

　

運
転
免
許
証
、
旅
券
、
身
体
障

が
い
者
手
帳
、
在
留
カ
ー
ド
な
ど

・
顔
写
真
な
し
（
２
つ
必
要
）

　

被
保
険
者
証
、
介
護
保
険
証
、

年
金
手
帳
、
年
金
証
書
、
学
生
証
、

医
療
受
給
者
証
な
ど

●
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書

　

兼
電
子
証
明
書
発
行
申
請
書

　

平
成
27
年
に
送
付
さ
れ
た
通
知

カ
ー
ド
に
付
随
し
て
い
る
申
請
書

で
す
。

※
通
知
カ
ー
ド
の
紛
失
な
ど
で
申

　

請
書
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、

　

再
発
行
し
ま
す
の
で
窓
口
へ
お

　

申
し
出
く
だ
さ
い
。

▼
注
意
事
項

　

写
真
撮
影
を
し
ま
す
の
で
、
申

請
者
本
人
が
窓
口
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

　

申
請
後
、
1
カ
月
程
度
で
カ
ー

ド
が
出
来
上
が
り
ま
す
。
カ
ー
ド

の
準
備
が
で
き
ま
し
た
ら
、
役
場

か
ら
交
付
通
知
書
を
お
送
り
し
ま

す
の
で
、
交
付
通
知
書
と
上
記
の

本
人
確
認
書
類
を
ご
準
備
い
た
だ

き
、
申
請
者
本
人
が
受
け
取
り
に

窓
口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
運
転
免
許
証
の
暗
証
番
号
が
分

　

か
ら
な
い
方
は
、
被
保
険
者
証

　

も
あ
わ
せ
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
住
民
生
活
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

　

熊
本
県
の
最
低
賃
金
が
改
定
さ

れ
ま
し
た
。

▼
熊
本
県
最
低
賃
金
（
時
間
額
）

　

７
６
２
円

　
（
平
成
30
年
10
月
１
日
か
ら
）

▼
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金

①
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子

日 曜 当 番 医

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

doctor

町税などの滞納処分（１月分）
tax

ｉ
お
知
ら
せ

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
は

３
月
１
日
（
金
）
〜
７
日
（
木
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
の

サ
ポ
ー
ト
を
し
ま
す

必

ず

チ

ェ

ッ

ク

熊

本

県

最

低

賃

金
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Monthly Information

　

回
路
、
電
気
機
械
器
具
、
情
報

　

通
信
機
械
器
具
製
造
業

・
最
低
賃
金
（
時
間
額
）

　

８
０
７
円

　
（
平
成
30
年
12
月
15
日
か
ら
）

②
自
動
車
・
同
附
属
品
製
造
業
、

　

船
舶
製
造
・
修
理
業
、
舶
用
機

　

関
製
造
業

・
最
低
賃
金
（
時
間
額
）

　

８
５
８
円

　
（
平
成
30
年
12
月
15
日
か
ら
）

③
百
貨
店
、
総
合
ス
ー
パ
ー

・
最
低
賃
金
（
時
間
額
）

　

７
６
５
円

　
（
平
成
30
年
12
月
15
日
か
ら
）

　

特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
に

は
適
用
範
囲
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金

　

室

　

TEL
０
９
６
‐
３
５
５
‐
３
２
０
２

　

意
思
疎
通
を
図
る
こ
と
に
支
障
が

あ
る
聴
覚
障
が
い
者
を
支
援
す
る
手

話
奉
仕
員
を
養
成
す
る
た
め
、
手
話

奉
仕
員
養
成
研
修
を
実
施
し
ま
す
。

　

平
成
31
年
度
の
開
講
日
程
な
ど
は

次
の
と
お
り
で
す
。
興
味
の
あ
る
人

は
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

・
入
門
課
程

　

４
月
11
日
（
木
）〜
８
月
８
日
（
木
）

・
基
礎
課
程

　

9
月
５
日
（
木
）
〜
２
０
２
０
年

3
月
26
日
（
木
）

※
毎
週
木
曜
日
の
午
後
6
時
45
分
〜

　

8
時
45
分

▼
会
場

　

宇
城
市
松
橋
公
民
館

▼
受
講
料

　

無
料

※
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
料
と
し
て
約

　

７
，
１
４
０
円
が
必
要
で
す
。

▼
受
講
資
格

　

高
等
学
校
卒
業
以
上
の
学
力
を
有

す
る
人
（
２
０
２
０
年
３
月
卒
業
見

込
み
の
人
も
可
）

※
基
礎
課
程
の
受
講
は
、
入
門
課
程

　

を
受
講
し
た
人
に
限
り
ま
す
。

▼
申
込
方
法

　

講
座
開
催
日
に
会
場
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限

　

5
月
16
日
（
木
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

一
般
社
団
法
人
熊
本
県
ろ
う
者
福

　

祉
協
会

　

TEL
０
９
６
‐
３
８
３
‐
５
５
８
７

　

FAX
０
９
６
‐
３
８
４
‐
５
９
３
７

事件・ 事 故 件 数

１月31日現在

traffic safety

出 動 火 災 件 数

２月15日現在（カッコ内は前年比較）

fire prevention

岩下の本町通りに在る肥後銀行

甲佐支店の 30㍍程南にある三差

路の一角に、商売繁盛を祈願する

恵比寿神社がある。のぼり旗ひと

つ無く、参拝する人も見かけない。

まず、岩下町の起源について触

れたいと思う。江戸時代の記録「岩

下根元記 (いわしたこんげんき )」

にその起源が記録されている。そ

れによると、天正11(1583) 年に現

美里町の岩下集落から、伝右え門

(でんうえもん )という人が移住し

たとある。これをきっかけに、岩

下集落や西東寒野集落・上下豊内

集落・上揚集落などから移住する

人が続いた。

次に恵比寿神社はいつ設立さ

れたか。「岩下根元記」によると、

元和元 (1615) 年に小川町の仏師、

柚木茂兵衛、施主　伝右え門・久

五郎と記録されている。つまり、

最初に移住した伝右え門が中心と

なり、神社を創建 (そうけん )し

たことになる。

周囲の集落からの移住は続き、

天和元年 (1681) 年には戸数 60と

記録されている。商いの神を勧進

(かんじん )したのは商業の街とし

て発展しようとの目論見（もくろ

み）があったと思われる。（つづく）

甲佐町の文化財探訪　～第６６回～

古きを訪ねて甲佐町を知る

■お問い合わせ先　町教育委員会社会教育課　

　 TEL 096-234-2447（内線 322）　

「岩下商店街の発展を見守った恵比寿さん　その１」 清村 一男 町文化財保護委員（下豊内区）

environmental preservation

クリーンセンターへのごみ搬入量（１月分）

※単位・㌔ 

▶
岩
下
に
あ
る
恵
比
寿
神
社

ｒ
募
集

手
話
奉
仕
員
養
成
研
修

受
講
者
を
募
集
し
ま
す
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Monthly Information

　

女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
世
界
選
手

権
の
世
界
注
目
の
決
勝
、
準
決
勝
、

日
本
戦
の
チ
ケ
ッ
ト
を
特
典
付
き

で
購
入
で
き
る
大
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

▼
先
行
先
着
販
売
日
時

　

６
月
20
日
（
木
）
ま
で

▼
券
種

　

１
日
券
（
準
決
勝
・
決
勝
・
日

本
戦
）、
各
会
場
パ
ッ
ケ
ー
ジ
券
、

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
チ
ケ
ッ
ト

▼
先
行
先
着
申
込
特
典

　

大
会
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

チ
ケ
ッ
ト
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

TEL
０
５
０
‐
５
４
３
３
‐
１
０
８
０

　

犬
を
飼
っ
て
い
る
方
は
、
飼
い

犬
を
お
住
ま
い
の
市
町
村
へ
登
録

し
、
毎
年
１
回
狂
犬
病
予
防
注
射

を
受
け
さ
せ
る
こ
と
が
法
律
で
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

お
住
ま
い
の
市
町
村
で
毎
年
４

〜
６
月
に
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射

が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
広
報
誌
な

ど
で
日
時
や
会
場
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。
予
防
注
射
は
動
物
病
院

で
も
接
種
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
飼
い
犬
が
死
亡
し
た
り

飼
い
主
変
更
の
際
は
お
住
ま
い
の

市
町
村
に
届
出
が
必
要
で
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
御
船
保
健
所

　

TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
０
０
１
６

　

内
閣
府
で
は
視
覚
障
が
い
者
な

ど
に
向
け
て
、
国
の
施
策
や
生
活

に
役
立
つ
情
報
を
分
か
り
や
す
く

ま
と
め
た
、
音
声
広
報
Ｃ
Ｄ
「
明

日
へ
の
声
」、
点
字
・
大
活
字
広

報
誌
「
ふ
れ
あ
い
ら
し
ん
ば
ん
」

を
製
作
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
、
熊
本
県
点
字
図
書
館

で
利
用
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
「
政
府
広
報
オ
ン
ラ

イ
ン
」
で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

内
閣
府
大
臣
官
房
政
府
広
報
室

　

TEL
０
３
‐
５
２
５
３
‐
２
１
１
１

　

甲
佐
町
商
工
会
で
は
、
春
の
訪

れ
を
知
ら
せ
る
祭
り
「
第
３
５
１

回
甲
佐
初
市
」
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

　

３
月
９
日
（
土
）・
10
日
（
日
）

▼
会
場

　

岩
下
・
緑
町
の
市
街
地
ほ
か

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

甲
佐
町
商
工
会

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
０
２
７
２

３
月
９
日
（
土
）・
10
日
（
日
）

甲

佐

初

市

を

開

催

ｅ
開
催

大
切
な
ペ
ッ
ト
（
犬
）
に
は

狂
犬
病
予
防
注
射
を

音
声
、
点
字
・
大
活
字
で

読

め

る

政

府

広

報

女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
世
界
選
手

権
大
会
チ
ケ
ッ
ト
先
行
販
売
中

ｉ
お
知
ら
せ

子育て支援住宅は９月入居開始予定
Information

　町建設課　 TEL 096-234-1183

▶
子
育
て
支
援
住
宅
の
間
取
り
図

　子育て世帯および新婚世帯の居住の安定の
ため、平成 30 年８月から豊内地内に整備し
ている子育て支援住宅は、本年９月の入居に
向けて整備を進めています。住宅の構造は鉄
筋コンクリート造３階建て、戸数は20戸です。
　入居申し込み方法、入居資格、家賃などは
決定次第お知らせします。

■間取り　２LDK

■面　積　73平方㍍

▶
甲
佐
町
住
ま
い
の
復
興

　

拠
点
施
設
の
イ
メ
ー
ジ
図

甲佐町総合型地域スポーツクラブ

「I・YOUスポーツクラブ」

  ●スポンジテニス＆

　　　　　　　バドミントン

　　

●少年柔道

●卓球

●サッカー教室

●バスケットボール教室

　

●ジュニアバスケット教室

　

●ノルディックウォーキング

　教室

  

●トランポリン教室

　

●女子サッカー教室

■お問い合わせ先

TEL
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Monthly Information

　

熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団
で
は
、 

高
齢
者
の
健
康
・
生
き
が
い
づ
く
り

を
目
的
に
、
第
31
回
熊
本
県
シ
ル

バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会
を
開
催
し

ま
す
。

▼
競
技
種
目

　

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
、
テ
ニ
ス
、

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
ペ
タ
ン
ク
、
ゴ
ル

フ
、
健
康
マ
ラ
ソ
ン
、
弓
道
、
剣
道
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、
な
ぎ
な
た
、

太
極
拳
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

サ
ッ
カ
ー
、
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ

▼
競
技
会
場

　

県
民
総
合
運
動
公
園
ほ
か

▼
参
加
資
格

　

県
内
在
住
者
で
、
２
０
２
０
年
４

月
１
日
時
点
で
60
歳
以
上
の
方

※
健
康
マ
ラ
ソ
ン
女
子
は
50
歳
代
の

　

方
も
参
加
で
き
ま
す
。

▼
日
程
（
予
定
）

　

５
月
８
日
（
水
）
〜
６
月
９
日

（
日
）

▼
参
加
費

　

個
人
競
技
は
１
人
１
，
０
０
０

円
。
団
体
競
技
は
、
種
目
に
よ
り
金

額
が
異
な
り
ま
す
。

▼
申
込
方
法

　

各
市
町
村
福
祉
課
ま
た
は
町
教
育

委
員
会
な
ど
に
置
い
て
あ
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
に
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
期
間

　

３
月
１
日
（
金
）
〜
29
日
（
金
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団

　

TEL
０
９
６
‐
３
５
４
‐
３
０
８
３

　

放
送
大
学
は
、
平
成
31
年
度
第
1

学
期
の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

10
代
か
ら
90
代
ま
で
の
幅
広
い
世

代
、
約
９
万
人
の
学
生
が
、
大
学
を

卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
学
ん
で

い
ま
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、
約

３
０
０
の
幅
広
い
授
業
科
目
が
あ
り
、

１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

▼
出
願
期
限

　

３
月
17
日
（
日
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

放
送
大
学
熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー

　

TEL
０
９
６
‐
３
４
１
‐
０
８
６
０

　

２
０
１
９
年
５
月
１
日
か
ら
の
元

号
の
改
正
で
、
新
た
な
手
口
に
よ
る

振
り
込
め
詐
欺
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
「
元
号
改
正
に
よ
る
銀
行
法
改
正

に
つ
い
て
」
と
い
う
内
容
の
書
類
が

郵
送
さ
れ
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の

暗
証
番
号
を
記
載
さ
せ
て
同
封
の
返

信
用
封
筒
で
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
と

一
緒
に
返
送
さ
せ
る
と
い
う
手
口
で

す
。

　

首
都
圏
で
確
認
さ
れ
た
手
口
で
す

が
、
県
内
へ
の
波
及
が
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
、
被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
の
ア
ド
バ

　

イ
ス

・
絶
対
に
返
信
し
な
い

・
暗
証
番
号
な
ど
の
個
人
情
報
を
教

　

え
な
い

・
１
人
で
判
断
せ
ず
に
、
家
族
や
警

　

察
に
相
談
す
る

○
振
り
込
め
詐
欺
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ

　

ン

　

TEL
０
９
６
‐
３
８
１
‐
２
５
６
７

○
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

TEL
１
８
８
（
い
や
や
！
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

御
船
地
区
防
犯
協
会
連
合
会

　
（
御
船
警
察
署
内
）

　

TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
１
１
０

ご支援ありがとうございました

ふるさと甲佐
応援寄附金

　■お問い合わせ先

TEL

ｃ
く
ら
し
安
全

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
郵
送
型

振
り
込
め
詐
欺
に
要
注
意

３月10日（日）人形芝居『いっすんぼうし』を開催します
 Event

▶

・平田　雅彦様　東京都

・石坂　　薫様　神奈川県

・大神　靖司様　奈良県

・丹羽　　功様　東京都

・中尾　誠利様　神奈川県

・陣内　睦範様　千葉県

・坂倉　由江様　神奈川県

・文　　成守様　神奈川県

・森　　伸行様　神奈川県

▶
15,209,000円

　　　　（１月31日現在） 　町生涯学習センター自主文化事業として「かすぺる」
の人形芝居『いっすんぼうし』を開催します。入場は無
料です。どなたでも参加できます。ぜひご来場ください。

　町教育委員会社会教育課　 TEL 096-234-2447

■日　時　３月 10日（日）午前 10時

■会　場　町生涯学習センター・ホール

第
31
回
熊
本
県
シ
ル
バ
ー
ス

ポ
ー
ツ
交
流
大
会
参
加
者
募
集

放

送

大

学

４
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

▼

人
形
芝
居
を
開
催
し
ま
す

「 」こうさんもん No.1

　▶ TEL

▶

「 」こうさんもん No.16

　▶ TEL

ｒ
募
集

Public Relations KOSA
March 201921



　

■
お
問
い
合
わ
せ
先　

町
教
育
委
員
会
公
民
館
事
務
局

　
　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７
（
内
線
３
２
１
）

　

﹇
短
歌
﹈ 

渡
辺
幸
士 

選

友
と
行
く
線
路
の
跡
の
懐
か
し
く
今
は
草
覆
う
山
路

と
な
れ
り 

白
梅　

武
人

続
け
居
る
神
社
参
り
の
元
旦
に
知
人
と
逢
え
て
嬉
し

さ
も
増
す 

上
村
や
す
美

梅
林
の
香
り
漂
う
谷
尾
崎
春
の
足
音
は
や
聞
こ
え
来

る　

 

吉
永
由
紀
子

満
月
に
亡
夫
と
手
合
せ
穏
や
か
に
暮
ら
せ
ま
す
よ
う

祈
っ
た
日
思
う 

赤
星　

文
子

年
毎
に
一
人
二
人
と
減
っ
て
ゆ
く
賀
状
見
る
の
も
こ

こ
ろ
寂
し
き 

池
田
キ
ヨ
子

独
り
旅
し
た
こ
と
も
無
き
わ
が
夫
は
帰
る
事
な
き
旅

に
出
か
け
る 

塚
原　

暁
益

調
理
機
が
終
り
の
合
図
知
ら
せ
い
て
「
今
行
き
ま

す
」
と
重
い
腰
上
ぐ 

内
田
乃
武
子

一
面
に
咲
く
水
仙
の
可
憐
さ
に
心
癒
さ
れ
春
を
待
つ

日
々 

緒
方　

明
美

空
も
雲
も
海
も
わ
が
身
も
赤
々
と
天
草
灘
の
入
り
日

に
染
ま
る 
渡
辺　

幸
士

　

﹇
川
柳
﹈ 

渡
辺
幸
士 

選

　

「
糸
」

糸
切
れ
た
凧
の
行
方
が
案
じ
ら
れ 

林　
　

雅
之

針
の
穴
通
し
て
ホ
ッ
と
母
の
顔 

日
隈　

俊
郎

　

「
せ
っ
か
ち
」

せ
っ
か
ち
で
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
駆
け
上
る 

清
川
み
ど
り

入
院
と
聞
い
て
香
典
用
意
す
る 

川
村　

文
子

信
号
の
黄
に
せ
っ
か
ち
試
さ
れ
る 

渡
辺　

幸
士

　

﹇
肥
後
狂
句
﹈ 

北
川
直
美 

選

ふ
る
さ
と
に　

母
の
好
ん
だ
紫
苑
咲
く 

広
田
み
ど
り

ふ
る
さ
と
に　

心
許
せ
る
友
の
居
る 

下
山　

千
恵

ふ
る
さ
と
に　

錦
飾
れ
ど
父
母
も
な
く 

志
垣　
　

光

ふ
る
さ
と
に　

帰
っ
て
み
れ
ば
変
り
果
て 

佐
藤　
　

葵

ふ
る
さ
と
に　

出
世
出
来
ん
と
帰
ら
れ
ん 

平
井
や
よ
い

ふ
る
さ
と
に　

凱
旋
上
ぐ
る
な
お
み
節 

長
原　

産
賀

ふ
る
さ
と
に　

静
か
に
眠
る
先
祖
様 

佐
野　
　

京

ふ
る
さ
と
に　

肩
書
捨
て
て
心
地
よ
か 

光
永　
　

六

ふ
る
さ
と
に　

ト
ン
ボ
返
り
の
ク
ラ
ス
会 

井
元
あ
ざ
み

ふ
る
さ
と
に　

帰
省
の
土
産
買
い
揃
え 

日
高　

美
里

ふ
る
さ
と
に　

納
税
し
た
ら
肉
も
ろ
た 

上
田　

梅
清

ふ
る
さ
と
に　

お
灸
ん
如
た
る
友
の
声 

日
隈　

元
良

ふ
る
さ
と
に　

埋
め
て
欲
し
か
て
書
き
遺
し 

北
川　

直
美

う
た
ご
よ
み　

〜 

弥
生 

〜

梅（上揚・坂本梅林）
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ひとの動き（敬称略）

 住　所 氏　名     性別  保護者

南三箇　鳴川　　蘭
らん

　女　愛　華

下横田　村田　脩
しゅうや

弥　男　全　弥 

　

お誕生おめでとう
birth

項目 数 増減

男 5,049 △５

女 5,605 ６

計 10,654 １

世帯数 4,269 ３

平成31年1月31日現在

甲佐町の人口・世帯数
data

お悔やみ申し上げます
condolence

 住　所 氏　名   年齢  世帯主

府　領　野々口敏男　85　トキエ

下横田　緒方　憲美　71　礼　子

下横田　井芹　授子　94　授　子

芝　原　中林　政 　92　政　裕

白　旗　本田登輝光　85　登輝光

早　川　溜渕　孝子　87　孝　子

世　持　上田ミサ子　83　敏　治

白　旗　渡邉　嫦子　88　昭　弘

仁田子　曽我　政𠮷　97　政　𠮷

１月11日（金）～２月10日（日）

ご結婚おめでとう
marriage

［

［

［

 住　所 氏　名 

　　夫　早　川　宮崎　慎司

　　妻　熊本市　鐙　　陽子

　　夫　あさぎり町　西　　浩伸

　　妻　有　安　赤星　恵弥

　　夫　岩　下　西川　直樹

　　妻　芝　原　渡邉　　瞳

レシピ提供：料理研究家　沼田峰子さん（北原区）

こうさの野菜で作ってみよう！こうさの野菜で作ってみよう！

作り方

①アスパラ菜は、鍋にたっぷり

の湯を沸かし１分茹でます。

②茎がまだ少し固いかな？と思

うくらいで大丈夫です。茹で

上がったらすぐ冷たい水にと

ります。

③しばらく水にさらしてからザ

ルにとり水を切ります。

④③をもう一度しっかり絞り塩

を振ります。これをラップで

包み冷蔵庫で冷やしておきま

す

⑤食べる直前にラップごと絞り、

４～５㌢に切り揃えます。

しょう油やポン酢、ドレッシ

ングなど好みの味付けでどう

ぞ。

春野菜を味わいましょう

ご存知ですか？

材　料

アスパラ菜…………………１束
塩……………………ふたつまみ

　　店先でフキノトウを見かけ

たら、「あ～春が来たなぁ」と

ウキウキした気持ちになります

ね。そのほかにもタラの芽・フ

キ・アスパラ菜・菜の花などな

ど。

　春野菜や春の山菜はどれもみ

ずみずしく鮮やかな緑が特徴で

す。特に目を見張るような栄耀

は期待できませんが、“春”を

肌で感じてください。

　だからこそ摘んだらすぐによ

く洗い、早めに調理します。そ

して、水にしばらくさらした方

が良い物もあります。苦みやえ

ぐみがあるからです。春を味わ

うためには濃い味付けを避け、

薄味でいただきたいですね。

　

乙
女
小
で
行
わ
れ
た
民
具
体
験
学

習
で
は
、
児
童
が
民
具
を
使
っ
て
昔

の
洗
濯
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

て
ん
び
ん
棒
で
水
を
運
ん
だ
後
、

「
軽
か
っ
た
！
」
と
声
を
上
げ
た
児

童
た
ち
で
す
が
、
子
ど
も
た
ち
が
１

㌔
、
２
㌔
と
長
い
道
の
り
を
時
間
を

か
け
て
運
ん
で
い
た
こ
と
を
聞
き
、

「
え
っ
！
」
と
驚
い
て
い
ま
し
た
。

　

洗
濯
板
を
使
用
し
て
の
洗
濯
で
は
、

力
い
っ
ぱ
い
勢
い
よ
く
ゴ
シ
ゴ
シ
し

た
り
、
丁
寧
に
洗
っ
た
り
し
ま
し
た
。

タ
オ
ル
が
大
き
く
、
な
か
な
か
絞
れ

ず
に
苦
戦
す
る
こ
と
も
。
家
族
全
員

分
の
洗
濯
に
、
ど
れ
く
ら
い
の
時
間

や
労
力
が
掛
か
っ
て
い
た
か
を
み
ん

な
で
考
え
ま
し
た
。

　

現
代
は
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
昔
に

比
べ
て
短
時
間
で
効
率
よ
く
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
そ
の
分
自
由
な
時
間

も
増
え
ま
し
た
。
今
の
便
利
で
豊
か

な
暮
ら
し
は
、
先
人
の
知
恵
と
工
夫

の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
の
だ
と
改

め
て
気
付
き
ま
し
た
。　
　
　
（
り
）

編

集

後

記
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熊
本
地
震
や
豪
雨
で
大
き
な
被

害
を
受
け
た
本
町
で
は
、
迅
速
な

復
旧
・
復
興
に
向
け
て
、
被
災
後

全
国
の
自
治
体
な
ど
か
ら
多
数
の

復
旧
復
興
支
援
の
派
遣
職
員
を
受

け
入
れ
て
い
る
。
今
ま
で
に
短
期

間
の
支
援
に
約
８
０
０
人
、
長
期

間
で
は
延
べ
50
人
に
支
援
い
た
だ

き
、
２
月
末
現
在
８
人
が
町
職
員

と
一
丸
と
な
り
尽
力
し
て
い
る
。

　

建
設
課
に
配
属
の
蒲
ヶ
原
敬
嗣

さ
ん
（
鹿
児
島
市
役
所
）
は
、
一

昨
年
４
月
か
ら
道
路
や
河
川
の
災

害
復
旧
、
甲
佐
町
住
ま
い
の
復
興

拠
点
施
設
や
総
合
運
動
公
園
な
ど

の
復
興
事
業
に
携
わ
っ
て
き
た
。

　
「
テ
レ
ビ
で
被
災
し
た
道
路
や

河
川
な
ど
を
見
て
、
土
木
技
師
と

し
て
力
に
な
れ
た
ら
」
と
、
震
災

直
後
か
ら
派
遣
を
志
願
。「
復
旧

復
興
の
速
度
を
上
げ
て
い
き
た
い
。

復
旧
が
終
わ
る
ま
で
携
わ
り
た

い
」
と
自
ら
希
望
し
、
派
遣
で
は

最
長
の
２
年
が
経
と
う
と
し
て
い

る
。
町
職
員
な
ど
と
力
を
合
わ
せ

業
務
を
進
め
、「
通
れ
な
い
道
路

も
少
な
く
な
り
、
皆
さ
ん
が
地
震

前
の
生
活
に
戻
れ
る
状
況
に
近
づ

い
て
き
ま
し
た
」
と
復
旧
が
進
む

現
状
に
安
堵
。「
実
務
経
験
も
浅

く
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
先
輩

方
に
丁
寧
に
教
え
て
も
ら
い
、
多

く
を
学
べ
ま
し
た
」
と
振
り
返
る
。

　

登
山
が
趣
味
で
、
派
遣
さ
れ
て

す
ぐ
に
甲
佐
岳
を
登
り
「
山
頂
か

ら
見
る
正
面
を
流
れ
る
緑
川
と
、

宮
内
の
山
々
の
風
景
に
感
動
し
ま

し
た
」
と
蒲
ヶ
原
さ
ん
。
派
遣
生

活
で
も
本
町
を
満
喫
し
、「
家
の

前
を
蛍
が
飛
ん
で
い
た
ん
で
す
。

初
め
て
見
ま
し
た
」
と
振
り
返
る

自
然
の
豊
か
さ
や
「
外
で
洗
濯
物

を
干
し
て
い
る
と
、
皆
ん
な
話
し

掛
け
て
く
れ
ま
す
。
野
菜
や
お
米

を
も
ら
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

の
み
の
市
や
あ
ゆ
ま
つ
り
も
、
皆

さ
ん
と
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
た
」

と
笑
顔
で
語
る
本
町
の
人
々
の
温

か
さ
が
、
復
旧
復
興
事
業
に
取
り

組
む
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
っ
た
。

　
「
万
が
一
自
然
災
害
が
発
生
し

た
と
き
も
、
業
務
を
引
っ
張
っ
て

い
け
る
人
に
な
り
た
い
。
災
害
復

旧
を
経
験
し
た
か
ら
こ
そ
、
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
た

い
で
す
」
と
語
る
蒲
ヶ
原
さ
ん
は
、

鹿
児
島
に
戻
っ
て
も
活
躍
を
誓
う
。
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こうさ広 報

本
町
の
温
か
さ
を
大
き
な
力
に

故
郷
を
離
れ
て
復
旧
復
興
を

派遣職員の皆さん / 前列左か

ら宮﨑さん、蒲ヶ原さん、野

付さん、德丸さん、後列左か

ら笹原さん、上谷さん、奥薗

さん、森田さん。

蒲ヶ原 敬嗣さん
Kamagahara Takatsugu

〔鹿児島市役所〕
町建設課　

震災復旧復興派遣職員　

Kosa
Style
こうさ スタイル


